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厳しい暑さが続いておりました
が，最近，少しずつ秋の気配が感じ
られるようになってきました。

このところ，海洋権益や海洋開発，
沿岸部の防災等，海洋や海岸施設に
関する話題をよく耳にします。海洋
探査や開発技術の進歩により，海洋
にある膨大なエネルギーや資源の存
在が明らかになってきました。我が
国においても，海洋の広大な空間や
自然エネルギーを有効利用しようと
する取り組みが始まっています。

我が国は世界有数の排他的経済水
域を持つ海洋大国です。海洋を開発
し有効に活用することで，将来大き
な恩恵を得ることができるのではな
いかと期待しています。

さて，今月号は「海洋と海岸施設」
を特集しました。

巻頭言は，放送大学の來生副学長
に我が国の海洋管理問題の大きな課
題である沿岸域の総合的管理につい
て要点をまとめていただきました。

行政情報では，国土交通省から浮
体式洋上風力発電普及促進のための

技術基準について，水産庁から平成
24 年 3 月に公表された漁港漁場整
備の新しい長期計画について，それ
ぞれ概要を執筆していただきまし
た。

技術報文は，海洋や港湾工事，調
査・測量や補修・補強，津波といっ
た幅広いテーマから，最近の河川・
港湾工事で使用した新しい作業船や
設備，システム，シミュレーション
等について報告しております。

さらに，交流の広場では，海洋開
発という観点から，地球深部探査船

「ちきゅう」と太平洋の海底に存在
するレアアースについて興味深い内
容を紹介していただけました。

海洋開発や港湾整備は，我が国に
とって今後ますます重要なテーマに
なると思います。今回掲載した報文
が，少しでも皆様の参考になれば幸
いです。

最後になりましたが，ご多忙中に
もかかわらず，快くご執筆を引き受
けていただいた執筆者の方々に心か
ら感謝いたしますとともに厚く御礼
申し上げます。

� （藤永・齋藤）

11 月号「情報化施工，ICT 技術，自動化・ロボット化，自動制御特集」予告
・情報化施工推進へ要領策定／出来形管理と監督・検査の要領
・CIM の導入に向けて
・‌�「TS を用いた出来形管理」で規定した機能と今後の取り組み 

　ICT を利用した作業性・信頼性向上及び判断支援に資する機能
・災害対応ロボットのあるべき姿
・‌�多種多数機械を用いた無人化施工システムの開発 

　福島第一原子力発電所災害復旧工事における遠隔操作
・3 次元設計データを用いた計測及び誘導システム
・‌�携帯電話を利用した移動体管理システム 

　船舶や工事車両の安全監視等に活用
・バックホウ 2D マシンガイダンスシステム
・‌�簡易 VR を用いた「次世代無人化施工システム」の開発 

　建機の遠隔操作に VR を導入し，作業効率を改善したシステム
・可視光通信 3 次元位置計測システムを現場に適用し実用化
・道路建設における情報化施工の現状とその効果
・‌�億首ダムの IT 施工を“四次元”管理 

　ダム ICT 施工総合管理システム「4D-DIS」適用事例
・山岳トンネルにおける IT コンストラクションの現状と新たな取り組み
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